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【津山市教育委員会】
　　〒708-8501　津山市山北520
         電    話：0868-32-2112（教育総務課）
         Ｅメール：kyouiku@city.tsuyama.lg.jp

津山市青少年育成センターとは

ひきこもり当事者の家族のつどい

 １０月２日（月）午後３時４５分から、上記の講演会に引き続き、「ひきこもり当事
者の家族のつどい」を開催しました。事前申込により、ご家族の中にひきこもり状態の
方がいらっしゃるという１０名がご参加くださいました。講演会講師をお務めくださっ
たノートルダム清心女子大学の中井俊雄先生にファシリテーターをご担当いただきまし
た。日頃から気になっているひきこもり状態の家族の様子を伝え合ったり、支援団体に
ついての情報交換をしたりしました。
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 ひきこもり当事者の家族のつどいは、今年度内にあと２回開催します。
●１１月 ８日（水）午後２時から午後３時まで
●１２月２０日（水）午前１０時から午前１１時まで
 会場は、いずれも津山市総合福祉会館３階中会議室です。
 参加ご希望の方は、下記宛にお申し込みください。

【このページに関するお問い合わせ、お申し込み】
津山市青少年育成センター
（津山市山北５２０  教育委員会次世代育成課内）
電 話 ：０８６８－３２－２１２０
メール ：jisedaiikusei@city.tsuyama.lg.jp

 津山市青少年育成センターの執務室は、市役所本庁舎の２階にあります。津山市子ども・
若者支援地域協議会の調整機関として、幅広い年齢層の子どもや若者に関する相談を受け、
面談、家庭訪問、学習支援などを実施しています。また、小中学校でのあいさつ運動や、青
色回転灯をつけた車に乗って街頭パトロールもしています。
 そのほか下記のような行事を実施しています。 

ひきこもり理解のための講演会 

 １０月２日（月）午後２時から津山市総合福祉会館４階大会議室にて、ノートルダム
清心女子大学人間生活学科准教授の中井俊雄先生に講師としてお越しいただき、ひきこ
もり理解のための講演会を開催しました。ひきこもり当事者のご家族はもとより、支援
に関わる人など約４０名が参加しました。  

 ひきこもりは、当事者個人だけの問題で
はなく、社会全体の課題であること、まし
てや本人や家族のせいではないということ
が強調されました。そして、地域のつなが
りの中で支援していくことが大切であるこ
とを学びました。  

ホームページはこちら　
URL：city.tsuyama.lg.jp/city
　　　　　/index2.php?id=8981

↑ホームページは 
 こちら



こどもたちの心をはぐくむ農園作業 
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 今年度もボランティアさんのご支援をいただき、お借りしている広い畑で鶴山塾に通う

子どもたちと一緒に様々な野菜を育てています。

 9月には、さつまいもを収穫しました。鶴山塾に通う子どもたちの中には、外に出て体を

動かしたり人と接することが苦手な子どもたちもいますが、見晴らしの良い広々とした畑

に行くと、いつもと違う表情を見せてくれることがあります。大きなスコップで硬い土を

掘り起こし、小さなスコップでさつまいもを傷つけないよう丁寧に掘り、たくさんの大き

なさつまいもを一度に引き抜くことができると、とても嬉しそうな笑顔を見せてくれまし

た。他の職員や塾生とかかわるきっかけにもなり、充実した時間になりました。

ボランティアとのふれあい活動開催！

 ９月12日（火）に、鶴山塾ボランティア「とまり

木」のふれあいネットグループによる、ふれあい活動

が開催されました。

 今回は、折り紙を使ったコマ作りに挑戦です。ボラ

ンティアのみなさんに教えていただき、できあがった

のは色とりどりの鮮やかなコマ。子どもたちは難しい

部分にも根気強く取り組み、それぞれに作品を完成さ

せました。できあがったコマをみんなで鑑賞した後は、

グループ対抗コマ回し大会。どのコマが一番長く回る

かを競い、みんなで盛り上がりました。

 いろいろな人とのふれあいを通して、他者と安心し

て関われる経験を積み重ねてもらいたいと願っていま

す。

 

鶴山塾の秋 


